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筑波大学農林技術センターにおける1998年から2011年までの
飼料用トウモロコシの生育ならびに収量調査結果
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緒　　言

　筑波大学農林技術センター畜産部門では、乳
牛に給与する基礎飼料とするために飼料用トウ
モロコシを栽培している。一般に、飼料用トウ
モロコシは高い収穫量を得る事が期待できる
半面、成長に伴う土壌中養分の吸収が大きいた
め、注意が必要である。一方、植物体の成長は
気象条件に大きく左右されること、新品種の導
入および当該年度の事情により栽培品種が変更
される等の事情から、各年の収穫量の変化を単
純に比較することは困難である。
　そこで、1998年から2011年までの14年間に
亘る筑波大学農林技術センター飼料作物圃場に
おける飼料用トウモロコシの生育調査および収
量調査結果を記録する事により、将来の参考に
資する事を目的とした。

材料と方法

　筑波大学農林技術センターでは飼料作物圃場
を A 圃場（200a）、B 圃場（180a）、C 圃場（100a）、
D圃場（50a）および E 圃場（170a）の 5 区画
に分け、飼料用トウモロコシを栽培している。
　施肥および播種には、真空施肥播種機（製品
名ジェットシーダ：タカキタ） を用い、畝間は
75cm、株間は26cmとした。播種に先立ち、種
子に忌避剤（キヒゲンR－2フロアブル、米澤化
学（株）、農林水産省登録：第20604号）を粉

衣した。播種量は5100粒/10aとし、早中生種お
よび中生種における播種は、それぞれ 4 月上旬
から中旬にかけて、および 5 月中旬から 6 月中
旬にかけて行った。除草剤は、播種後にラッソー
乳剤（アラクロール乳剤、農林水産省登録：第
10778号、日産化学工業（株））およびゲザプ
リム®フロアブル（別名：アトラジン水和剤、
GESAPRIM SC、シンジェンタジャパン株式
会社、農薬取締法 登録番号：第22137号）を、
またイチビ防除として、BASFバサグラン液剤

（ナトリウム塩）（BASFジャパン、農薬取締法、
登録番号 第21254号）を散布した。その他の栽
培管理は、本センターの慣行法に従った。
　生育調査は、各圃場・各品種とも、 3 地点で
行い、任意の10株、合計30株を用い、発芽日、
草丈、展開葉数、雄穂抽出期、絹糸抽出日を記
録した。収穫開始直前に、調査株の中から任意
の 6 ～15株を採取し、稈長、着雌穂高を測定
するとともに茎葉重、雌穂重および根重を計測
した。その後乾燥器（80℃）で 1 週間乾燥し、
茎葉、雌穂および根の乾物重を測定し、乾物
量、TDN収 量（Kg/10a）、DCP収 量（Kg/10a）
および乾物率（%）を算出した。病害虫の調査
および倒伏折損は収量調査時に同時に行った。
毎年秋に飼料用トウモロコシを収穫した後、後
作として飼料用ライ麦を栽培した。また、ロー
テーションで休耕年を設け、白クローバを栽培
した。いずれの場合にも、次年の春に緑肥とし
て圃場に鋤きこんだ。なお、1999年－2001年
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は各々の圃場を二区画または四区画に分割し、
個々の圃場内に異なった品種を作付けした。
　以下に1998年から2011年までの各年におけ
る飼料作物の栽培状況を要約する。
1998年（平成10年度）
　各圃場における生育は全般的に順調であった
が、 B 圃場に栽培したパイオニアP3470におい
ては、刈り取り直前になり急速に茎葉の枯れ
上がりが進んだ。しかし、いずれの圃場におい
ても収穫直前に台風の影響を受け倒伏・折損が
生じ、特に B 圃場での被害が大きかった。栽培
した品種の中では、スノーデント135の被害が
大きかったことから刈り取り作業に支障を来た
し、大きな収穫量の損失が生じた。本年度は、
除草剤を用いる事により、外来雑草のイチビの
発生を抑制することができた。
1999年（平成11年度）
　播種時における播種機の不調およびネキリム
シの発生により欠株が生じたが、その後の生育
は順調であった。台風による倒伏・折損など
はなく、刈り取り作業は順調であった。収穫
後、サイロ詰めする際に、早生種においてはス
チールサイロに加えてチューブバッグに詰め込
んだ。晩生種においては、スタックサイロおよ
びバンカーサイロへと詰め込み方法を切り替え
た。これは、スチールサイロのクロスカット・
アンローダーのチェーンが故障したことによ
る。サイレージの調整方法を変更したのは、ク
ロスカット・アンローダーの本体およびチェー
ンは極めて高価であるため更新が困難になった
事、および前年度に収穫したサイレージを使い
切る前に追い詰めを行うために、前年度のサイ
レージの品質が著しく劣化することが主な理由
である。本年度は、外来雑草イチビの発生を抑
制する事ができなかった。
2000年（平成12年度）
　施肥については、充分な量の完熟堆肥が手当
てできず、堆肥散布を行えなかった。 A 圃場に
のみ、土壌改良の目的で木材チップを散布し
た。 B 圃場では、深播きや播種後の降雨、また、
害虫（ハリガネムシ）による欠株が多く生じ
た。 A 圃場では、木材チップを大量散布した場
所で、原因は不明であるが一部発育不良がみら
れた。また、7 月上旬に台風の被害を受けたが、
その後回復し、刈り取り時にはスノーデント
135でわずかに被害がみられただけだった。刈
り取り・サイロ詰めについてはスチールサイロ
が使用不能になったため、平成12年度からすべ

てスタックおよびバンカーサイロへと調製方法
を切り替えた。スタックサイロは、夏季の二次
発酵を防ぐために前年度より幅の狭いものにし
た。また、本年度は、地力回復の目的でトウモ
ロコシの後作として全圃場に白クローバ（フィ
ア）を作付けした。
昨年度に引き続き、外来雑草イチビの発生を抑
制する事ができなかった。
2001年（平成13年度）
　早生種では、生育は順調であったが、晩生種
の A 圃場では、播種後の降雨により圃場の一部
が冠水し、部分的に発芽不良がみられた。さら
に、夏季の少雨により、生育後期には、葉が枯
れるなど被害を受け生育不良となった。雑草防
除については、晩生種のA圃場では、圃場の排
水性が悪く、土壌処理作業が行えず雑草が繁茂
し、トウモロコシの生育不良の原因になった。
早生種および晩生種のサイロ詰めの延べ作業時
間は、同一面積にもかかわらず、晩生種の方が
52時間も短縮された。これは、晩生種の刈取り
時に、コーン・ハーベスターの刈取り刃を 8 枚
から 4 枚に減らしたため、細断・吹き上げ効率
が良くなり、作業効率が上がったことや、 A圃
場での生育不良による収量減に起因するものと
思われた。休耕地の B 圃場には、混播種子セッ
トを播種し、夏季に 3 回刈取りを行い、有機物
として圃場に還元した。秋作では、次年度トウ
モロコシ作付け予定圃場にライ麦を、休耕地に
は白クローバを作付けした。昨年度に引き続
き、外来雑草イチビの発生を抑制する事ができ
なかった。
2002年（平成14年度）
　 A 圃場では、やせ地で圃場状態が悪いことか
ら、施肥量を増やした。また平成12年度と同様
に、充分な量の完熟堆肥が手当てできず、堆肥
散布を行なう事ができなかった。同一熟期で収
穫ができるよう圃場毎に晩生種の播種時期をず
らし、サイレージの品質の安定化と労力の分散
を図った。また A 圃場では、種子不足により前
年度の種子を播種したために、一部に発芽不良
が見られたが、それ以外では、生育は順調であっ
た。雑草防除では、整地作業が早かった事と強
風や降雨により適期に土壌処理作業が行えず雑
草が繁茂した圃場もみられた。本年度も、外来
雑草イチビの発生を抑制する事ができなかっ
た。サイロは、すべてスタックサイロとした。
また、経費および廃棄物削減のため、スタック
サイロ用ビニールシートの再利用を行なった。
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休耕地では、作付けしたネマコロリが過繁茂
し、刈り取りおよび鋤き込み作業に多くの時間
を費やした。秋作の白クローバは播種時期を前
年度より早めたため、発芽は良好であった。ラ
イ麦は播種時期の遅れにより、発芽が遅れたが
その後の生育は順調であった。
2003年（平成15年度）
　サイレージの不足が懸念されたため、多収品
種を導入するとともに、作付け面積を増やし、
収量増加を図った。また播種に先立ち堆肥散布
を行った。本年度は冷夏のため、早生種におい
ては例年に比べて生育が 1 週間以上遅れた。雑
草防除は中生種では、外来雑草イチビ防除を
行った。イチビについては、一部の圃場を除き
発生し、 完全に防除することができなかった。
サイロ詰め期間中、両品種ともに、天候不順の
ために連続して作業が行えなかった。また、降
雨のためスタックサイロに積み上げた土が崩れ
たため、その修復に多くの時間を要した。一方、
スタックサイロに積み上げる土を採取するため
に、サイロに平行して溝が生じた。この溝は、
転落事故の危険性があることから学内の枯木を
伐採した際に生じた木材チップを使用して一部
の溝を埋め戻した。サイロ用ビニールシート
は、使用した計27枚のうち13枚を再利用した。
休耕地のD圃場では、生物生産機械工学実習で
ネマコロリを播種した。秋作では、白クローバ
の圃場に12月に導入されたバキュームカーに
より、牛舎汚水の散布を行った。ライ麦は、播
種後の天候不順により、鎮圧作業が不完全な圃
場があった。
2004年（平成16年度）
　前年度と同様に堆肥散布を行った。梅雨期の
少雨の影響を受けてトウモロコシの一部に枯れ
や生育不良が見られた。中生種では、台風の影
響を受けて一部倒伏した。雑草防除は、早生種
では、土壌が乾燥していたため除草剤の効果が
劣り雑草が繁茂した。引き続き、早生種及び中
生種ともに、外来雑草イチビ防除も行った。イ
チビについては、一部の圃場を除き発生し、 完
全に防除することができなかった。サイロ詰め
は、サイロの両側の盛り土をとってできた溝
を埋め戻して、同じ場所に同様にしてサイロを
作った。 そのため地盤が軟弱で、一部でサイ
ロに盛った土が崩れその修復に時間を要した。
また、引き続きサイロの溝の埋め戻しを行っ
た。サイロ用ビニールシートの再利用では、全
18枚使用中 5 枚を再利用した。秋作では、降

雨が続き、圃場作業に遅れが生じた。また秋に
は、飼料作物圃場の一角に設けていた堆肥置き
場を圃場に戻すために、ライ麦を播種した。
2005年（平成17年度）
　堆肥散布は中生種を播種した圃場にのみ散布
した。栽培した二品種ともに、台風の被害も無
く、生育は順調であった。雑草防除は、両品種
ともに、播種後にラッソー乳剤およびゲザプ
リムフロアブルを用いて土壌処理を行った。ま
た、外来雑草イチビ防除は早生種を播種した圃
場でのみ行い、中生種を播種した圃場は発生量
が少なかったため行わなかった。イチビについ
ては、一部の圃場を除き発生し、 完全に防除す
ることはできなかった。サイロ詰めは、スタッ
クサイロ調製時、溝を掘らずに土盛りを行なう
ことができた。またサイロ調製地の面積を増や
し、サイロの列の間に土置き場を設け、土の運
搬時間を短縮し省力化を図ったが、それでも、
土の運搬作業に多くの時間を要した。秋作で
は、他の作業との関係で、圃場作業に遅れが生
じた。白クローバでは、強風で種子が飛ばされ
たため、発芽は一部でしか見られなかった。
2006年（平成18年度）
　スノーデント118およびスノーデント127sの
いずれの品種においても台風の被害も無く生育
は順調であったが、収穫前にイノシシによる被
害が見られた。雑草防除は、両品種ともに播種
後に土壌処理と外来雑草イチビ防除を行った。
イチビについては、一部の圃場を除き発生し、 
完全に防除することはできなった。昨年度導入
したミニショベルにより、サイロ調製時の土盛
りは省力化されたが、土の運搬作業に多くの時
間を要した。現在の土盛りの方法では、サイレー
ジを覆うビニールシートの強度が弱くなり、土
降ろしの時に破損し、ほとんど再利用ができな
くなった。秋作では、次年度早生種の飼料用ト
ウモロコシ作付け予定地を休耕地とし、作付け
は行わず省力化を図った。また、年末の大雨で、
A 圃場の 2 ヶ所で圃場が陥没した。
2007年（平成19年度）
　飼料用トウモロコシとして、中生種ではス
ノーデントわかばを作付けした。早生種および
中生種ともに、台風の被害も無く、生育は順調
であった。本年度は作付けした全圃場で収穫前
にイノシシ被害を受けた。
　雑草防除は、早生種および中生種ともに、播
種後に土壌処理を行った。本年度は中生種の E
圃場を除く圃場に除草剤散布を行った。イチビ
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については、一部の圃場を除き発生し、完全に
防除することはできなかった。
　サイロ詰め作業の省力化に取り組み、平成19
年度は、サイロ調製前にサイロ予定地の両脇に
盛り土を置いたことで土の運搬作業が少なくな
り大幅に省力化された。さらにサイロ調製時の
土盛りの作業も省力化され、作業の分散も行え
た。
　平成19年度は、 B 、 E 圃場では適期に播種で
きたため、後作のライ麦および白クローバとも
に発芽は良好だった。平成18年度年末の大雨
で、圃場の 2 ヶ所が陥没した A 圃場は、暗渠工
事予定のため耕起を行わず播種鎮圧したが、発
芽は不良だった。
2008年（平成20年度）
　飼料用トウモロコシとして、早生種のスノー
デント118、中生種のスノーデントわかばを作
付けした。早生種および中生種ともに、台風の
被害も無く、生育は順調であったが、収穫前に
イノシシによる被害が見られた。
　雑草防除は、早生種および中生種ともに、播
種後に土壌処理を行った。イチビを防除するた
めに除草剤を散布したが、一部の圃場を除き発
生し、完全に防除することはできなかった。ま
た C 圃場では帰化雑草のヒルガオが繁茂した。
近年海外から侵入した帰化雑草の増加が見られ
今後は雑草の調査や防除対策の検討が必要であ
る。
　サイロ詰めは、平成19年度から、サイロ調製 
前にサイロ予定地の両脇に盛り土を置いたこと
で、土の運搬作業、サイロ調製時の土盛りの作
業が省力化されてきている。平成20年度は、早 
生種は 8 月18、20日に実施し、調製量は、73ｔ
を 2 つのサイロに調製した。中生種は、 9 月
1 、 3 、 8 、10日に実施し、199ｔを 4 つのサ
イロに調製した。
　平成20年度は、各圃場とも適期に播種できた
ため、A 、B 、D圃場ではライ麦、白クローバー
ともに発芽は良好だったが、天候不順で鎮圧作
業がうまく行えなかった C 圃場の西側では発芽
は不良だった。
2009年（平成21年度）
　粗飼料給与量の増加により、今後サイレージ
不足が懸念されるため飼料用トウモロコシの増
産を行った。増産の方法として、播種量を最適
播種量近くまで増加させるとともに、作付け
ローテーションを変更して作付け面積を増加し
た。

　春作の飼料用トウモロコシでは、早生種のス
ノーデント118、中生種のスノーデントわかば
を作付けした。増産のため、平成20年度まで
は早生種および中生種ともに、5100粒/10a播種
していたが、今年度は、早生種6300粒/10a、中
生種5800粒/10aを播種したが、早生種では欠株
が多く見られた。さらに、 7 月中旬以降の生育
が過去 2 年間と比較して良くなかった。また、
早生種および中生種ともに、収穫前にイノシシ
による被害が見られた。雑草防除は、早生種お
よび中生種ともに、播種後の土壌処理とイチビ
防除として除草剤散布を行った。また、 C 圃場
では海外から侵入した帰化雑草のヒルガオが、
平成20年度ほどではないが繁茂した。今年度
は、早生種は 8 月18、20日に実施し、調製量は、
83ｔを 2 つのサイロに調製した。中生種は、 9
月 2 、 4 、 7 、 9 、16日に実施し、287ｔを 5
つのサイロに調製した。サイロ詰めの収量は、
合計で370ｔであった。増産により、平成20年
度より36.0％増で98ｔ増加した。
　今年度は、 A 圃場の一部では、天候不順によ
り圃場の状態が悪く播種、鎮圧作業が行えな
かった。
2010年（平成22年度）
　平成21年度の増産により、サイレージの量が
確保できたことから、ローテーション通りの作
付けに戻した。
　春作の飼料用トウモロコシでは、 4 月19日に 
早 生 種（ E 圃 場 ）、 5 月27日（ B 圃 場 ）、 6 月
3 日（ C 、D圃場）に中生種を、平成20年度
と同じ5100粒/10a播種した。早生種および中生
種ともに、収穫前にイノシシによる被害が見ら
れた。雑草防除は、早生種および中生種ともに、
播種後の土壌処理とイチビ防除として除草剤散
布を行った。また、平成20年度大発生した C 圃
場のヒルガオは平成21年度よりも発生は少な
かった。サイロ詰めは、スタックサイロに調製
した。早生種は 8 月17、19日に実施し、調製
量は、84ｔを 2 つのサイロに調製した。中生
種 は、 9 月 6 、8、13、15日 に 実 施 し、151ｔ
を 4 つのサイロに調製した。サイロ用ビニール
シートについては、18枚のうち12枚分を再利
用のシートを使用した。今後もシートの再利用
を行い、コスト低減および廃棄物の削減に努め
たい。
　秋作では、天候不順や他の作業との関係で B
圃場の播種作業が遅れたために、白クローバの
発芽が不良だった。近年、秋作の作業が遅れが
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ちになり、今後は、作業の省力化、作付け体系
等について検討する必要がある。
　トウモロコシの収量（10a当たり）は、早
生種では、乾物で1978kg、生草で6417kg、乾
物割合は31％であった。中生種では、乾物で
1618kg、生草で5315kg、乾物割合は30％であっ
た。早生種および中生種ともに、播種量が減少
し乾物割合が高かったため、生草収量は平成
21年度より減少したが、乾物収量では、乾物
割合が高かったため増加した。今年度は、生育
期間の気温が平年よりかなり高かったために、
生育速度が速く熟期が進んだものと思われる。
サイロ詰めの収量は、早生種が84ｔ、中生種で
は151ｔで合計235ｔだった。早生種では、播
種量は減少したが、平成21年度は欠株が多かっ
たことや、 7 月中旬以降の生育があまり良くな
かったことにより、0.1％増で平成21年度とほ
ぼ同じだった。中生種では作付面積、播種量が
減少し乾物割合が高かったため、47.4％減とな
り、合計では36.5％減で135ｔ減少した。
2011年（平成23年度）
　 9 月21日に通過した台風第15号の影響によ
り、 E 圃場の飼料用トウモロコシが倒伏した。
倒伏したのは、 E 圃場（170a）の内、実習時
に収穫する予定であった約80a であった。倒伏
により、コーン・ハーベスターでの作業効率は
低下し、収穫ロスの増加により、収量は減少し
た。また、収穫時の土砂混入によりサイレージ
の品質が低下した。
　春作の飼料用トウモロコシでは、早生種の
スノーデント118を A 圃場に200a、中生種のス
ノーデントわかばを C 、D、 E 圃場に320a、合
計520a作付けした。また、 B 圃場180aを休耕
地とした。秋作は、 A 、 E 圃場370aにライ麦

（緑肥用）、C、D圃場150aに白クローバ（普通

種）を作付けした。引き続き、 B 圃場180aを
休耕地とした。飼料用トウモロコシの施肥につ
いて、A 圃場では、降雨により圃場状態が悪く、
播種機の施肥駆動輪に土砂が詰まり、回転がう
まくいかず、施肥量減になった。播種はジェッ
トシーダを使用し、 4 月20日に早生種（ A 圃
場）、5 月26日（ C 、D圃場）、6 月10日（ E 圃場）
に中生種を5100粒/10a播種した。また早生種お
よび中生種ともに、収穫前にイノシシによる被
害が見られた。雑草防除は、早生種および中生
種ともに、播種後の土壌処理とイチビ防除とし
て除草剤散布を行った。しかし降雨の影響によ
り、 A 圃場のイチビ防除、 E 圃場の土壌処理が
できなかったため E 圃場では雑草が繁茂した。
サイロ詰めは、スタックサイロに調製した。早
生種は 8 月27、29日に実施し、 2 つのサイロ
に調製した。中生種は、 9 月 7 、9、14、26日
に実施し、 4 つのサイロに調製した。秋作で
は、圃場作業が順調に行うことができたことた
め、A 、E 圃場のライ麦の生育は良好だったが、
C 、D圃場の白クローバでは、発芽、生育にば
らつきが生じた。これは、強風や低温の影響に
よるものと思われる。
　トウモロコシの収量（10a当たり）は、早生
種では、生草収量および乾物収量ともに、平成
22年度より減少した。これは、 A 圃場での施
肥量減によるものと思われる。中生種では生草
収量が多かったため、平成22年度より乾物割合
が低かったが、乾物収量は増加した。サイロ詰
めの収量は、早生種が81ｔ、中生種では128ｔ
で合計209ｔだった。平成22年度より、作付面
積は20a増加したが、収量は26ｔ減少した。こ
れは、 A 圃場での施肥量減および E 圃場での台
風の影響による倒伏が原因と思われる。
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7

13
.7

22
.0

22
.0

20
09

年
6月

3日
6月

25
日

7月
2日

7月
17

日
7月

29
日

8月
12

日
8月

27
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
草

丈
－

32
.0

59
.5

15
1.

5
24

6.
8

30
7.

4
30

7.
3

展
開

葉
数

－
5.

2
7.

5
13

.6
18

.1
20

.7
20

.7
20

10
年

5月
27

日
6月

10
日

6月
22

日
7月

6日
7月

21
日

8月
3日

8月
18

日
8月

26
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
草

丈
－

13
.1

44
.2

13
4.

3
25

4.
7

30
9.

7
30

7.
6

30
7.

4
展

開
葉

数
－

3.
9

7.
4

13
.6

19
.3

21
.2

20
.8

20
.8

20
11

年
休

作
１

）
草

丈
：

cm
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表
3

　
C

 圃
場

に
お

け
る

生
育

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

項
　

目
播

種
日

生
　

育
　

調
　

査
　

結
　

果
19

98
年

5月
20

日
6月

9日
6月

23
日

7月
7日

7月
21

日
8月

4日
8月

18
日

9月
1日

C
 西

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

13
5

草
丈

１
）

－
21

.9
55

.3
14

3.
3

22
1.

8
28

3.
6

30
2.

8
30

1.
5

展
開

葉
数

2.
7

5.
2

9.
0

12
.6

19
.2

22
.3

22
.3

C
 東

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

草
丈

－
19

.0
46

.6
12

1.
0

19
7.

7
26

7.
0

28
3.

3
28

1.
6

展
開

葉
数

2.
4

4.
8

8.
5

12
.0

15
.9

21
.8

21
.8

19
99

年
4月

8日
5月

5日
5月

20
日

6月
2日

6月
16

日
6月

29
日

7月
14

日
7月

28
日

C
 西

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

10
8　

草
丈

－
19

.5
41

.9
95

.5
19

0.
8

26
1.

6
29

1.
0

29
1.

0
展

開
葉

数
2.

8
4.

7
7.

0
10

.9
16

.9
18

.7
18

.7
C

 東
パ

イ
オ

ニ
ア

37
90

　
草

丈
－

17
.0

39
.9

89
.9

17
1.

0
22

8.
9

22
9.

6
22

9.
4

展
開

葉
数

2.
0

4.
3

6.
4

11
.2

15
.6

15
.8

15
.8

20
00

年
4月

11
日

5月
10

日
5月

24
日

6月
7日

6月
21

日
7月

5日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
草

丈
－

18
.0

34
.6

93
.3

17
6.

2
27

7.
2

展
開

葉
数

2.
9

4.
9

7.
2

10
.7

18
.7

20
01

年
4月

24
日

5月
17

日
5月

31
日

6月
14

日
6月

28
日

7月
12

日
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
草

丈
－

20
.2

48
.2

10
9.

0
20

1.
3

29
4.

5
展

開
葉

数
2.

9
5.

2
8.

4
13

.1
21

.1
5月

30
日

6月
19

日
7月

3日
7月

17
日

7月
31

日
8月

14
日

8月
28

日
C

 東
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
草

丈
－

27
.0

72
.0

14
8.

2
18

7.
8

25
0.

2
24

7.
1

展
開

葉
数

3.
0

6.
0

9.
7

14
.2

21
.7

－
20

02
年

休
作

20
03

年
草

丈
5月

29
日

6月
18

日
7月

2日
7月

16
日

7月
30

日
8月

13
日

8月
27

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
展

開
葉

数
－

36
.5

92
.5

15
1.

6
22

9.
3

31
9.

7
32

0.
9

3.
0

6.
1

8.
9

14
.1

20
.2

20
.2

20
04

年
5月

24
日

6月
15

日
6月

29
日

7月
13

日
7月

27
日

8月
10

日
8月

24
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

草
丈

－
33

.6
85

.1
15

1.
9

27
3.

3
32

8.
9

32
0.

6
展

開
葉

数
2.

9
6.

1
9.

1
16

.8
20

.3
20

.0
20

05
年

5月
26

日
6月

15
日

6月
29

日
7月

13
日

7月
27

日
8月

10
日

8月
24

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
草

丈
－

26
.8

72
.0

13
7.

6
23

3.
9

31
8.

7
31

4.
1

展
開

葉
数

2.
4

5.
3

8.
5

14
.1

20
.0

19
.9

20
06

年
4月

9日
5月

8日
5月

22
日

6月
5日

6月
19

日
7月

3日
7月

17
日

7月
31

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
草

丈
－

14
.8

24
.0

57
.1

12
7.

1
24

9.
8

34
2.

9
34

3.
7

展
開

葉
数

2.
0

4.
1

6.
6

8.
8

13
.4

20
.8

20
.8

20
07

年
休

作
20

08
年

4月
7日

5月
7日

5月
20

日
6月

2日
6月

17
日

7月
1日

7月
15

日
7月

29
日

8月
11

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
草

丈
－

18
.9

30
.1

67
.5

14
8.

7
24

6.
1

33
9.

0
34

3.
7

34
3.

1 
展

開
葉

数
3.

0
4.

0
6.

2
8.

2
12

.4
17

.4
20

.5
20

.5
 

20
09

年
6月

16
日

7月
2日

7月
15

日
7月

29
日

8月
12

日
8月

26
日

9月
10

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

草
丈

－
29

.9
71

.2
16

9.
2

27
4.

3
29

9.
7

30
4.

8
展

開
葉

数
2.

9
5.

0
9.

4
16

.0
20

.2
20

.0
20

10
年

6月
3日

6月
16

日
6月

29
日

7月
13

日
7月

27
日

8月
18

日
9月

7日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

草
丈

－
19

.7
64

.5
15

4.
9

27
4.

9
30

7.
4

30
7.

2
展

開
葉

数
4.

0
8.

4
14

.3
19

.1
20

.7
20

.7
20

11
年

5月
26

日
6月

17
日

7月
1日

7月
14

日
7月

28
日

8月
10

日
8月

26
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
草

丈
－

25
.6

65
.0

15
7.

8
25

1.
4

30
8.

5
30

7.
3

展
開

葉
数

4.
8

9.
5

15
.1

20
.0

21
.2

21
.1

１
）
草

丈
：

cm
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表
4

　
D

 圃
場

に
お

け
る

生
育

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

項
　

目
播

種
日

生
　

育
　

調
　

査
　

結
　

果
19

98
年

5月
20

日
6月

9日
6月

23
日

7月
7日

7月
21

日
8月

4日
8月

18
日

9月
1日

D
 北

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0　

草
丈

１
）

－
20

.8
46

.9
12

2.
5

19
6.

3
25

4.
1

27
5.

8
27

0.
6

展
開

葉
数

－
2.

2
4.

8
8.

5
12

.0
15

.8
22

.1
22

.2
5月

20
日

6月
9日

6月
23

日
7月

7日
7月

21
日

8月
4日

8月
18

日
9月

1日
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
草

丈
－

20
.3

53
.3

13
6.

5
22

4.
1

28
9.

7
30

5.
7

30
1.

7
展

開
葉

数
－

2.
8

5.
4

9.
2

12
.7

19
.3

22
.7

22
.7

19
99

年
5月

14
日

6月
4日

6月
18

日
7月

2日
7月

16
日

7月
30

日
8月

13
日

D
 北

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0　

草
丈

－
22

.3
51

.2
97

.2
17

8.
1

25
0.

0
25

9.
3

展
開

葉
数

－
2.

2
5.

2
7.

9
11

.5
18

.1
21

.0
5月

13
日

6月
4日

6月
18

日
7月

2日
7月

16
日

7月
30

日
8月

13
日

D
 南

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

13
5　

草
丈

－
23

.8
56

.3
10

8.
9

20
3.

4
27

8.
9

28
9.

5
展

開
葉

数
－

3.
0

6.
0

8.
6

12
.5

20
.0

23
.3

20
00

年
5月

9日
5月

31
日

6月
14

日
6月

28
日

7月
12

日
7月

26
日

D
 北

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0　

草
丈

－
22

.0
51

.7
11

2.
7

19
9.

5
27

9.
0

展
開

葉
数

－
2.

7
5.

0
7.

9
12

.2
20

.6
5月

11
日

5月
31

日
6月

14
日

6月
28

日
7月

12
日

7月
26

日
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
草

丈
－

24
.8

65
.3

14
5.

0
23

7.
8

31
1.

6
展

開
葉

数
－

3.
0

5.
8

8.
9

13
.5

22
.2

20
01

年
5月

30
日

6月
19

日
7月

3日
7月

17
日

7月
31

日
8月

14
日

8月
28

日
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0　
草

丈
－

31
.4

91
.5

18
2.

6
24

0.
9

26
7.

6
26

5.
8

展
開

葉
数

－
3.

0
6.

3
10

.6
16

.0
21

.6
4月

24
日

5月
17

日
5月

31
日

6月
14

日
6月

28
日

7月
12

日
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
草

丈
－

19
.8

38
.5

92
.6

17
6.

4
27

8.
5

展
開

葉
数

－
2.

8
4.

9
7.

9
11

.7
20

.0
20

02
年

休
作

20
03

年
休

作
20

04
年

5月
13

日
6月

2日
6月

16
日

6月
30

日
7月

14
日

7月
28

日
8月

11
日

8月
25

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
草

丈
－

20
.9

48
.1

11
1.

5
19

3.
7

30
6.

3
31

1.
8

30
5.

7
展

開
葉

数
－

2.
0

4.
3

7.
2

11
.8

17
.6

19
.7

19
.3

20
05

年
5月

26
日

6月
15

日
6月

29
日

7月
13

日
7月

27
日

8月
10

日
8月

24
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

草
丈

－
27

.4
77

.5
14

8.
6

24
6.

6
32

7.
3

32
1.

1
展

開
葉

数
－

2.
5

5.
5

8.
8

14
.7

20
.1

19
.9

20
06

年
4月

9日
5月

8日
5月

22
日

6月
5日

6月
19

日
7月

3日
7月

17
日

7月
31

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
草

丈
－

14
.1

27
.2

68
.7

14
8.

2
26

8.
6

34
4.

4
34

3.
9

展
開

葉
数

－
2.

1
4.

4
6.

9
9.

3
14

.6
21

.1
21

.1
20

07
年

休
作

20
08

年
4月

7日
5月

7日
5月

20
日

6月
2日

6月
17

日
7月

1日
7月

15
日

7月
29

日
8月

11
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

草
丈

－
18

.4
30

.9
70

.7
15

6.
5

25
3.

4
32

8.
8

33
1.

7
32

9.
9

展
開

葉
数

－
3.

0
4.

0
6.

0
8.

8
12

.4
17

.5
20

.6
20

.7
20

09
年

休
作

20
10

年
6月

3日
6月

16
日

6月
29

日
7月

13
日

7月
27

日
8月

18
日

9月
7日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
草

丈
－

21
.2

66
.4

15
4.

9
28

8.
4

31
5.

4
31

4.
6

展
開

葉
数

－
4.

0
8.

7
14

.8
19

.4
20

.8
20

.5
20

11
年

5月
26

日
6月

17
日

7月
1日

7月
14

日
7月

31
日

8月
10

日
8月

26
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
草

丈
－

30
.1

81
.0

19
2.

1
29

7.
9

30
9.

8
30

5.
2

展
開

葉
数

－
5.

3
10

.7
16

.7
21

.4
21

.7
20

.8
１

）
草

丈
：

cm
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表
5

　
E

 圃
場

に
お

け
る

生
育

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

項
　

目
播

種
日

生
　

育
　

調
　

査
　

結
　

果
19

98
年

休
作

19
99

年
5月

13
日

6月
4日

6月
18

日
7月

2日
7月

16
日

7月
30

日
8月

13
日

E
 北

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

13
5　

草
丈

１
）

－
22

.7
51

.5
10

5.
7

20
1.

4
27

0.
2

28
3.

9
展

開
葉

数
－

2.
8

6.
1

8.
4

12
.3

19
.9

23
.1

5月
14

日
6月

4日
6月

18
日

7月
2日

7月
16

日
7月

30
日

8月
13

日
E

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0　
草

丈
－

22
.6

57
.4

10
7.

3
19

3.
1

26
3.

4
26

8.
9

展
開

葉
数

－
2.

3
5.

5
8.

3
12

.0
19

.2
21

.5
20

00
年

5月
11

日
5月

31
日

6月
14

日
6月

28
日

7月
12

日
7月

26
日

E
 北

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

13
5

草
丈

－
23

.1
59

.2
13

4.
0

22
3.

0
30

2.
6

展
開

葉
数

－
3.

0
5.

6
8.

7
13

.1
21

.7
5月

10
日

5月
31

日
6月

14
日

6月
28

日
7月

12
日

7月
26

日
E

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0　
草

丈
－

22
.9

57
.5

12
3.

9
20

2.
1

27
5.

7
展

開
葉

数
－

2.
8

5.
4

8.
3

12
.5

20
.6

20
01

年
4月

24
日

5月
17

日
5月

31
日

6月
14

日
6月

28
日

7月
12

日
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
草

丈
－

18
.9

38
.7

92
.6

17
8.

1
27

4.
9

展
開

葉
数

－
2.
5

4.
9

8.
3

12
.1

20
.1

5月
30

日
6月

19
日

7月
3日

7月
17

日
7月

31
日

8月
14

日
8月

28
日

E
 南

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0　

草
丈

－
29

.2
84

.8
17

7.
5

23
3.

5
27

1.
0

26
6.

7
展

開
葉

数
－

3.
0

6.
5

10
.6

15
.6

21
.7

20
02

年
5月

21
日

6月
10

日
6月

24
日

7月
8日

7月
22

日
8月

5日
8月

19
日

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0　

草
丈

－
21

.7
45

.5
93

.3
17

9.
1

25
6.

3
26

8.
5

展
開

葉
数

－
2.

7
4.

8
7.

6
12

.2
19

.7
21

.3
20

03
年

4月
16

日
5月

9日
5月

23
日

6月
6日

6月
20

日
7月

4日
7月

18
日

8月
1日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
5

草
丈

－
18

.6
27

.9
64

.4
15

1.
5

23
5.

4
28

9.
5

29
0.

5
展

開
葉

数
－

2.
1

4.
0

6.
9

10
.5

16
.2

21
.3

21
.3

20
04

年
休

作
20

05
年

6月
7日

6月
27

日
7月

11
日

7月
25

日
8月

7日
8月

22
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

草
丈

－
37

.4
85

.9
16

4.
2

27
4.

9
31

8.
3

展
開

葉
数

－
3.

0
6.

0
9.

4
16

.3
19

.5
20

06
年

5月
25

日
6月

15
日

6月
29

日
7月

13
日

7月
27

日
8月

10
日

8月
26

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
草

丈
－

27
.9

83
.0

18
1.

1
27

0.
7

34
2.

8
34

1.
3

展
開

葉
数

－
3.

0
5.

8
9.

3
15

.7
20

.8
20

.8
20

07
年

5月
24

日
6月

14
日

6月
28

日
7月

12
日

7月
26

日
8月

9日
8月

23
日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
草

丈
－

26
.7

82
.2

17
9.

5
26

6.
0

30
3.

0
30

1.
3

展
開

葉
数

－
3.

1
6.

3
9.

8
15

.3
21

.6
21

.6
20

08
年

休
作

20
09

年
4月

20
日

5月
15

日
5月

29
日

6月
12

日
6月

25
日

7月
10

日
7月

24
日

8月
6日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

草
丈

－
22

.4
39

.7
91

.1
17

8.
9

28
5.

6
30

4.
0

30
4.

1
展

開
葉

数
－

3.
0

6.
9

9.
9

13
.8

19
.2

19
.4

19
.4

20
10

年
4月

19
日

5月
10

日
5月

24
日

6月
8日

6月
22

日
7月

6日
7月

20
日

8月
2日

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

草
丈

－
16

.0
34

.1
79

.8
19

3.
0

31
9.

5
35

0.
8

34
9.

9
展

開
葉

数
－

4.
0

7.
1

10
.5

15
.9

20
.1

21
.3

21
.1

20
11

年
6月

9日
6月

29
日

7月
14

日
7月

27
日

8月
9日

8月
24

日
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

草
丈

－
28

.8
10

9.
0

21
1.

2
30

6.
7

30
4.

7
展

開
葉

数
－

5.
8

11
.8

17
.1

20
.2

18
.9

１
）
草

丈
：

cm
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表
6

　
A 

圃
場

に
お

け
る

収
量

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

播
種

日
出

芽
期

雄
　

穂
抽

出
期

絹
　

糸
抽

出
期

収
　

量
調

査
日

播
種

後
日

　
数

熟
　

期
乾

　
　

物
　

　
重

TD
N

収
量

（
kg

/1
0a

）
D

C
P収

量
（

kg
/1

0a
）

乾
物

率
（

％
）

茎
葉

重
（

kg
/1

0a
）

雌
穂

重
（

kg
/1

0a
）

根
重

（
kg

/1
0a

）
総

量
（

kg
/1

0a
）

19
98

年
休

作

19
99

年
A 

北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

13
日

5月
21

日
7月

25
日

8月
2日

8月
31

日
11

0
黄

熟
期

1,
14

5
50

4
17

0
1,

64
9

1,
09

5
40

27
.6

A 
南

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

5月
13

日
5月

21
日

7月
25

日
7月

28
日

8月
31

日
11

0
黄

熟
期

86
7

67
9

26
9

1,
54

6
1,

08
2

50
28

.5

20
00

年
A 

北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

11
日

5月
18

日
7月

23
日

7月
27

日
8月

2日
83

未
熟

期
1,

13
7

37
34

8
1,

17
3

69
3

8
19

.0
A 

南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

10
日

5月
17

日
7月

23
日

7月
25

日
8月

2日
84

未
熟

期
87

9
60

27
0

93
8

56
2

8
22

.4

20
01

年
A 

北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
4月

24
日

5月
4日

7月
8日

7月
10

日
7月

20
日

87
未

熟
期

73
7

10
1

16
3

83
8

51
5

10
17

.3
A 

南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

30
日

6月
5日

8月
3日

8月
8日

9月
1日

94
乳

熟
期

63
1

21
3

11
8

84
3

66
0

44
26

.6
20

02
年

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

5月
29

日
6月

3日
8月

4日
8月

8日
8月

31
日

94
糊

熟
期

81
8

34
8

26
5

1,
16

6
89

8
57

23
.5

20
03

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
5月

23
日

5月
30

日
8月

2日
8月

3日
9月

1日
10

1
黄

熟
期

77
1

42
0

12
2

1,
19

1
80

6
32

19
.7

20
04

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
4月

14
日

4月
23

日
7月

4日
7月

6日
8月

1日
10

9
乳

熟
期

78
6

48
4

16
4

1,
26

9
86

8
37

25
.0

20
05

年
休

作
20

06
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

6月
6日

6月
12

日
8月

5日
8月

7日
9月

8日
94

黄
熟

期
81

5
55

8
12

6
1,

37
3

94
8

42
21

.5
20

07
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
6月

13
日

6月
20

日
8月

5日
8月

7日
9月

25
日

10
4

黄
熟

期
81

9
89

8
19

8
1,

71
7

1,
24

0
65

28
.9

20
08

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

6月
5日

6月
11

日
8月

4日
8月

5日
9月

5日
92

黄
熟

期
90

0
53

2
16

4
1,

43
2

97
6

40
22

.0
20

09
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
5月

21
日

5月
29

日
7月

29
日

8月
2日

9月
1日

10
4

黄
熟

期
1,

01
8

58
4

16
3

1,
60

2
4,

97
1

12
9

20
.3

20
10

年
休

作
20

11
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

4月
19

日
4月

30
日

7月
11

日
7月

12
日

8月
18

日
12

1
黄

熟
期

85
0

59
5

10
8

1,
44

6
1,

00
1

44
27

.9

A 
圃

場
に

お
け

る
収

量
調

査
結

果
（

続
き

）

年
圃

場
品

種
名

稈
　

長
（

cm
）

雌
穂

高
（

cm
）

倒
伏

・
折

　
損

（
％

）

虫
　

害
折

　
損

病
　

　
害

施
肥

量
（

kg
/1

0a
）

堆
肥

量
（

t/1
0a

）
ご

ま
葉

枯
　

病
黒

穂
病

紋
枯

病

(0
－5

)
（

％
）

（
％

）
19

98
年

休
作

19
99

年
A 

北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
22

6
12

8
0

0
0

0
0

71
4.

5
A 

南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
18

8
80

0
0

0
0

0
71

4.
5

20
00

年
A 

北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
24

7
13

9
7

0
0

0
0

74
0

A 
南

パ
イ

オ
ニ

ア
34

70
22

4
12

0
0

0
0

0
0

74
0

20
01

年
A 

北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
24

4
11

9
0

0
0

0
0

95
4

A 
南

パ
イ

オ
ニ

ア
３

４
７

０
19

1
99

0
3

0
3

0
91

4
20

02
年

パ
イ

オ
ニ

ア
３

４
７

０
21

4
10

8
0

0
0

0
0

10
0

0
20

03
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

26
0

11
4

0
0

0
0

0
80

4
20

04
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
5

23
0

11
0

0
0

0
0

3
80

4
20

05
年

休
作

20
06

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
28

9
13

2
0

0
0

7
0

96
0.

8
20

07
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
25

9
12

3
3

0
0

0
0

93
1.

8
20

08
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
28

6
15

9
0

0
0

0
0

78
2.

4
20

09
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
25

8
14

4
0

0
0

0
0

98
1.

4
20

10
年

休
作
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表
7

　
B

 圃
場

に
お

け
る

収
量

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

播
種

日
出

芽
期

雄
　

穂
抽

出
期

絹
　

糸
抽

出
期

収
　

量
調

査
日

播
種

後
日

　
数

熟
　

期
乾

　
　

物
　

　
重

TD
N

収
量

（
kg

/1
0a

）
D

C
P収

量
（

kg
/1

0a
）

乾
物

率
（

％
）

茎
葉

重
（

kg
/1

0a
）

雌
穂

重
（

kg
/1

0a
）

根
重

（
kg

/1
0a

）
総

量
（

kg
/1

0a
）

19
98

年
B

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

14
日

5月
20

日
7月

29
日

8月
4日

9月
14

日
12

3
黄

　
熟

1,
09

0
62

4
17

2
1,

71
4

1,
16

5
94

30
.8

B
 南

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

5月
14

日
5月

20
日

7月
31

日
8月

1日
9月

14
日

12
3

完
　

熟
84

4
58

5
23

9
1,

42
9

98
9

79
42

.5

19
99

年
B

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
4月

9日
4月

21
日

6月
26

日
6月

30
日

7月
30

日
11

2
黄

熟
期

73
6

70
6

11
8

1,
44

2
1,

02
8

51
29

.1
B

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

37
90

4月
8日

4月
21

日
6月

21
日

6月
23

日
7月

30
日

11
3

黄
熟

期
46

0
65

6
76

1,
11

6
82

5
47

37
.9

20
00

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
4月

11
日

4月
26

日
6月

30
日

7月
4日

7月
18

日
98

乳
熟

期
71

1
21

8
17

4
92

9
59

9
18

18
.1

20
01

年
20

02
年

休
作

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
5

4月
15

日
4月

23
日

7月
9日

7月
12

日
8月

3日
11

0
糊

熟
期

82
9

45
7

15
2

1,
28

6
97

1
59

24
.0

20
03

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
6月

5日
6月

11
日

8月
10

日
8月

15
日

9月
8日

95
乳

熟
期

79
7

31
8

14
6

1,
11

5
73

4
25

18
.7

20
04

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
6月

2日
6月

8日
7月

28
日

8月
3日

9月
5日

95
黄

熟
期

71
0

61
9

13
1

1,
33

0
94

0
45

21
.6

20
05

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
4月

15
日

4月
26

日
7月

10
日

7月
11

日
8月

7日
11

4
糊

熟
期

89
9

63
3

10
5

1,
53

2
1,

06
1

47
22

.1
20

06
年

休
作

20
07

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
4月

11
日

4月
26

日
7月

6日
7月

6日
8月

3日
11

4
糊

熟
期

91
5

49
8

11
2

1,
41

3
95

6
38

20
.8

20
08

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

5月
22

日
5月

28
日

7月
25

日
7月

28
日

8月
31

日
10

1
黄

熟
期

82
9

63
6

20
9

1,
46

6
97

6
47

19
.0

20
09

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

6月
3日

6月
9日

8月
5日

8月
7日

9月
3日

93
黄

熟
期

94
8

57
6

15
5

1,
52

4
1,

04
1

44
18

.5
20

10
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
5月

27
日

6月
4日

7月
26

日
7月

29
日

9月
3日

99
黄

熟
期

87
0

75
8

32
3

1,
62

9
1,

15
1

56
32

.1
20

11
年

休
作

B
 圃

場
に

お
け

る
収

量
調

査
結

果
（

続
き

）

年
圃

場
品

種
名

稈
　

長
（

cm
）

雌
穂

高
（

cm
）

倒
伏

・
折

　
損

（
％

）

虫
　

害
折

　
損

病
　

害
ご

ま
葉

枯
　

病
黒

穂
病

紋
枯

病
施

肥
量

（
kg

/1
0a

）
堆

肥
量

（
t/1

0a
）

(0
－5

)
（

％
）

（
％

）

19
98

年
B

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
30

7
15

4
90

0
－

0
7

0
73

4
B

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
27

6
12

2
72

0
－

0
0

0
73

4

19
99

年
B

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
23

3
95

0
0

－
0

0
0

74
5.

5
B

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
79

0
17

8
84

0
0

－
0

0
0

74
5.

5
20

00
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

10
8

20
8

72
0

4
－

0
0

0
71

0
20

01
年

20
02

年
休

作
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
21

1
10

2
7

0
－

0
0

0
80

0
20

03
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

23
7

10
7

0
0

－
0

0
0

80
4

20
04

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
26

7
12

2
0

0
－

0
0

0
80

4
20

05
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

29
1

14
0

0
0

－
0

0
0

93
0

20
06

年
休

作
20

07
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

29
9

16
3

0
0

－
0

0
0

88
1.

3
20

08
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
28

5
15

2
0

0
－

0
0

0
83

1.
6

20
09

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

25
5

13
2

0
0

－
0

0
0

98
1.

3
20

10
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
24

8
13

1
0

0
－

0
0

0
92

2.
2

20
11

年
休

作



筑波大学農林技術センターにおける1998年から2011年までの飼料用トウモロコシの生育ならびに収量調査結果

─ 107 ─

表
8

　
C

 圃
場

に
お

け
る

収
量

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

播
種

日
出

芽
期

雄
　

穂
抽

出
期

絹
　

糸
抽

出
期

収
　

量
調

査
日

播
種

後
日

　
数

熟
　

期
乾

　
　

物
　

　
重

TD
N

収
量

（
kg

/1
0a

）
D

C
P収

量
（

kg
/1

0a
）

乾
物

率
（

％
）

茎
葉

重
（

kg
/1

0a
）

雌
穂

重
（

kg
/1

0a
）

根
重

（
kg

/1
0a

）
総

量
（

kg
/1

0a
）

19
98

年
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

20
日

5月
26

日
8月

2日
8月

7日
9月

25
日

12
8

黄
　

熟
95

6
62

8
14

4
1,

58
3

1,
09

0
88

33
.2

C
 東

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

5月
20

日
5月

26
日

8月
4日

8月
4日

9月
25

日
12

8
黄

　
熟

86
7

62
2

25
2

1,
48

9
1,

03
4

83
34

.2

19
99

年
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
4月

8日
4月

21
日

6月
28

日
7月

2日
7月

30
日

11
3

黄
熟

期
74

5
59

0
11

2
1,

33
5

93
5

44
28

.1
C

 東
パ

イ
オ

ニ
ア

37
90

4月
8日

4月
21

日
6月

23
日

6月
25

日
7月

30
日

11
3

黄
熟

期
51

0
64

0
67

1,
15

1
84

2
46

35
.1

20
00

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
4月

11
日

4月
26

日
7月

1日
7月

4日
7月

18
日

98
乳

熟
期

71
4

18
1

16
1

89
6

57
0

16
17

.8

20
01

年
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
4月

24
日

5月
4日

7月
8日

7月
8日

7月
20

日
87

未
熟

期
81

7
13

1
17

0
94

8
58

7
13

16
.7

C
 東

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

5月
30

日
6月

5日
8月

5日
8月

7日
9月

1日
94

糊
熟

期
70

4
30

5
12

5
1,

00
9

77
6

49
23

.9
20

02
年

20
03

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
5月

29
日

6月
4日

8月
4日

8月
6日

9月
1日

95
糊

熟
期

92
5

28
4

13
7

1,
20

9
78

0
24

19
.5

20
04

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
5月

24
日

6月
1日

7月
25

日
7月

29
日

8月
30

日
98

黄
熟

期
79

4
59

7
11

0
1,

39
1

96
9

44
23

.4
20

05
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

5月
26

日
6月

1日
8月

1日
8月

3日
9月

1日
98

黄
熟

期
87

7
57

4
16

5
1,

45
2

99
9

43
21

.9
20

06
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

4月
9日

4月
23

日
7月

10
日

7月
11

日
8月

14
日

12
7

黄
熟

期
78

7
71

4
94

1,
50

1
1,

06
5

52
26

.0
20

07
年

20
08

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
4月

7日
4月

22
日

7月
8日

7月
10

日
8月

18
日

13
3

黄
熟

期
1,

17
0

59
4

10
4

1,
76

4
1,

18
6

46
32

.4
20

09
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
6月

16
日

6月
21

日
8月

11
日

8月
15

日
9月

14
日

91
黄

熟
期

98
8

54
5

30
5

1,
53

3
1,

03
8

42
20

.8
20

10
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
6月

3日
6月

11
日

7月
30

日
8月

2日
9月

9日
98

黄
熟

期
87

1
71

9
31

5
1,

58
9

1,
11

8
53

27
.3

20
11

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

5月
26

日
6月

3日
8月

1日
8月

4日
9月

5日
10

2
黄

熟
期

89
2

78
4

28
4

1,
67

5
1,

18
5

57
24

.4

C
 圃

場
に

お
け

る
収

量
調

査
結

果
（

続
き

）

年
圃

場
品

種
名

稈
　

長
（

cm
）

雌
穂

高
（

cm
）

倒
伏

・
折

　
損

（
％

）

虫
　

害
折

　
損

病
　

害
ご

ま
葉

枯
　

病
黒

穂
病

紋
枯

病
施

肥
量

（
kg

/1
0a

）
堆

肥
量

（
t/1

0a
）

(0
－5

)
（

％
）

（
％

）

19
98

年
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
29

1
14

2
56

0
－

0
7

0
84

4
C

 東
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
25

7
11

3
32

0
－

0
0

0
84

4

19
99

年
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
10

8
24

4
10

0
0

0
－

0
0

0
74

5.
5

C
 東

パ
イ

オ
ニ

ア
37

90
18

6
95

0
0

－
0

0
0

74
5.

5
20

00
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

10
8

23
1

86
0

0
－

0
0

0
71

0

20
01

年
C

 西
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
24

4
11

2
0

4
－

0
0

0
95

4
C

 東
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
20

1
10

6
0

0
－

0
3

0
91

4
20

02
年

休
作

20
03

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
26

3
11

1
0

0
－

0
0

0
80

4
20

04
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

27
9

12
3.

1
10

0
－

0
0

0
80

4
20

05
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

26
4

12
1

0
0

－
0

0
0

81
1.

4
20

06
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

28
7

14
8

0
0

－
0

0
0

11
6

1.
6

20
07

年
休

作
20

08
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

30
6

14
6

0
0

－
0

0
0

88
1.

2
20

09
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
25

3
12

4
0

0
－

0
0

0
11

0
1.

2
20

10
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
24

8
12

8
0

0
－

0
0

0
96

2.
4

20
11

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

26
3

12
9

0
0

－
0

10
0

99
2
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表
9

　
D

 圃
場

に
お

け
る

収
量

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

播
種

日
出

芽
期

雄
　

穂
抽

出
期

絹
　

糸
抽

出
期

収
　

量
調

査
日

播
種

後
日

　
数

熟
　

期
乾

　
　

物
　

　
重

TD
N

収
量

（
kg

/1
0a

）
D

C
P収

量
（

kg
/1

0a
）

乾
物

率
（

％
）

茎
葉

重
（

kg
/1

0a
）

雌
穂

重
（

kg
/1

0a
）

根
重

（
kg

/1
0a

）
総

量
（

kg
/1

0a
）

19
98

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

20
日

5月
26

日
8月

4日
8月

5日
9月

25
日

12
8

黄
　

熟
88

2
69

9
27

3
1,

58
2

1,
10

8
89

34
.8

D
 南

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

13
5

5月
20

日
5月

26
日

8月
2日

8月
7日

9月
25

日
12

8
黄

　
熟

1,
02

3
72

0
15

0
1,

74
3

1,
20

8
97

33
.7

19
99

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

14
日

5月
22

日
7月

28
日

7月
31

日
8月

31
日

10
9

黄
熟

期
65

6
56

2
16

4
1,

21
8

86
0

41
25

.2
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

13
日

5月
21

日
7月

27
日

8月
3日

8月
31

日
11

0
黄

熟
期

1,
02

8
55

3
10

7
1,

58
1

1,
06

8
42

24
.6

20
00

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

9日
5月

16
日

7月
22

日
7月

26
日

8月
2日

85
未

熟
期

1,
02

1
47

32
8

1,
06

8
63

4
8

16
.1

D
 南

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

13
5

5月
11

日
5月

17
日

7月
20

日
7月

27
日

8月
2日

83
未

熟
期

1,
46

5
66

35
9

1,
53

1
90

9
11

16
.4

20
01

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

30
日

6月
5日

7月
31

日
8月

3日
9月

1日
94

黄
熟

期
83

5
43

0
20

7
1,

26
5

96
0

59
24

.0
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
4月

24
日

5月
4日

7月
10

日
7月

11
日

7月
20

日
87

未
熟

期
75

2
90

14
3

84
2

51
4

10
16

.9
20

02
年

休
作

20
03

年
休

作
20

04
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

5月
13

日
5月

19
日

7月
20

日
7月

24
日

8月
30

日
10

9
黄

熟
期

76
4

72
2

13
1

1,
48

6
1,

05
8

53
26

.8
20

05
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

5月
26

日
6月

1日
7月

31
日

8月
2日

9月
1日

98
黄

熟
期

85
7

59
4

14
2

1,
45

1
1,

00
4

44
23

.3
20

06
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

4月
9日

4月
23

日
7月

8日
7月

9日
8月

14
日

12
7

黄
熟

期
72

1
71

1
83

1,
43

1
1,

02
4

52
25

.8
20

07
年

休
作

20
08

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
4月

7日
4月

22
日

7月
9日

7月
10

日
8月

18
日

13
3

黄
熟

期
1,

57
7

74
0

12
4

2,
31

7
1,

54
7

58
34

.9
20

09
年

休
作

20
10

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

6月
3日

6月
11

日
7月

29
日

8月
2日

9月
9日

98
黄

熟
期

85
3

78
1

18
3

1,
63

5
1,

16
1

57
32

.4
20

11
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
5月

26
日

6月
3日

7月
29

日
8月

1日
9月

5日
10

2
黄

熟
期

1,
03

4
82

0
33

0
1,

85
5

1,
29

9
61

23
.5

D
 圃

場
に

お
け

る
収

量
調

査
結

果
（

続
き

）

年
圃

場
品

種
名

稈
　

長
（

cm
）

雌
穂

高
（

cm
）

倒
伏

・
折

　
損

（
％

）

虫
　

害
折

　
損

病
　

害
ご

ま
葉

枯
　

病
黒

穂
病

紋
枯

病
施

肥
量

（
kg

/1
0a

）
堆

肥
量

（
t/1

0a
）

(0
－5

)
（

％
）

（
％

）

19
98

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
26

4
11

6
15

0
－

0
0

0
84

4
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
29

3
14

7
65

0
－

0
0

0
84

4

19
99

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
19

5
91

0
0

－
0

0
7

71
4.

5
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
23

5
13

6
0

0
－

0
0

0
71

4.
5

20
00

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
22

3
11

5
0

0
－

0
0

0
74

0
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
26

5
15

5
7

0
－

0
0

0
74

0

20
01

年
D

 北
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
21

4
11

2
0

0
－

0
0

0
91

4
D

 南
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
24

3
11

5
0

0
－

0
0

0
95

4
20

02
年

休
作

20
03

年
休

作
20

04
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

26
6

10
8.

3
10

0
－

0
0

0
80

4
20

05
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

27
6

12
8

0
0

－
0

0
0

81
1.

4
20

06
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

28
8

14
9

0
0

－
0

0
0

11
6

1.
6

20
07

年
休

作
20

08
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

30
8

15
8

22
0

－
0

0
0

88
1.

6
20

09
年

休
作

20
10

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

25
4

13
9

0
0

－
0

0
0

96
2.

4
20

11
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
26

0
13

3
0

0
－

0
0

0
99

2
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表
10

　
E

 圃
場

に
お

け
る

収
量

調
査

結
果

年
圃

場
品

種
名

播
種

日
出

芽
期

雄
　

穂
抽

出
期

絹
　

糸
抽

出
期

収
　

量
調

査
日

播
種

後
日

　
数

熟
　

期
乾

　
　

物
　

　
重

TD
N

収
量

（
kg

/1
0a

）
D

C
P収

量
（

kg
/1

0a
）

乾
物

率
（

％
）

茎
葉

重
（

kg
/1

0a
）

雌
穂

重
（

kg
/1

0a
）

根
重

（
kg

/1
0a

）
総

量
（

kg
/1

0a
）

19
98

年
休

作

19
99

年
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

13
日

5月
21

日
7月

28
日

8月
4日

8月
31

日
11

0
黄

熟
期

99
8

51
1

11
8

1,
50

9
1,

01
5

39
23

.6
E

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

14
日

5月
22

日
7月

27
日

7月
30

日
8月

31
日

10
9

黄
熟

期
74

0
58

9
19

9
1,

31
3

93
1

44
26

.2

20
00

年
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
5月

11
日

5月
17

日
7月

22
日

7月
29

日
8月

2日
83

未
熟

期
1,

22
5

29
30

6
1,

25
4

73
7

8
15

.6
E

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

10
日

5月
16

日
7月

21
日

7月
24

日
8月

2日
84

未
熟

期
91

9
10

9
27

7
1,

02
8

62
7

12
16

.4

20
01

年
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
4月

24
日

5月
4日

7月
10

日
7月

11
日

7月
20

日
87

未
熟

期
81

5
10

4
17

6
91

9
56

3
11

16
.2

E
 南

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

5月
30

日
6月

5日
8月

1日
8月

5日
9月

1日
94

糊
熟

期
90

3
41

5
24

4
1,

31
7

1,
00

9
63

22
.8

20
02

年
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
5月

21
日

5月
27

日
8月

2日
8月

6日
8月

31
日

10
2

糊
熟

期
84

6
43

1
29

9
1,

27
7

97
0

60
21

.9
20

03
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
5

4月
16

日
4月

25
日

7月
9日

7月
10

日
8月

11
日

11
7

糊
熟

期
80

4
59

6
15

3
1,

40
0

97
4

44
23

.1
20

04
年

休
作

20
05

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
6月

7日
6月

13
日

8月
7日

8月
11

日
9月

11
日

96
黄

熟
期

85
5

61
0

12
0

1,
46

4
1,

01
6

45
23

.3
20

06
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

12
7S

5月
25

日
6月

1日
7月

31
日

8月
3日

9月
2日

10
0

黄
熟

期
82

7
58

5
11

8
1,

41
2

97
9

44
18

.9
20

07
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
5月

24
日

5月
31

日
7月

29
日

8月
1日

9月
2日

10
1

黄
熟

期
89

6
65

4
14

8
1,

55
0

1,
07

7
49

24
.0

20
08

年
休

作
20

09
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

4月
20

日
5月

1日
7月

10
日

7月
13

日
8月

17
日

11
9

黄
熟

期
88

0
92

0
10

7
1,

80
0

1,
29

4
67

26
.6

20
10

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
4月

19
日

5月
3日

7月
9日

7月
9日

8月
16

日
11

9
黄

熟
期

92
0

1,
05

8
13

2
1,

97
8

1,
43

5
76

30
.8

20
11

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

6月
9日

6月
15

日
8月

7日
8月

10
日

9月
12

日
95

黄
熟

期
86

9
71

0
13

3
1,

57
9

1,
10

9
52

28
.7

E
 圃

場
に

お
け

る
収

量
調

査
結

果
（

続
き

）

年
圃

場
品

種
名

稈
　

長
（

cm
）

雌
穂

高
（

cm
）

倒
伏

・
折

　
損

（
％

）

虫
　

害
折

　
損

病
　

害
ご

ま
葉

枯
　

病
黒

穂
病

紋
枯

病
施

肥
量

（
kg

/1
0a

）
堆

肥
量

（
t/1

0a
）

(0
－5

)
（

％
）

（
％

）
19

98
年

休
作

19
99

年
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
22

8
12

9
0

0
－

0
7

0
71

4.
5

E
 南

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

20
2

93
0

0
－

0
0

3
71

4.
5

20
00

年
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
13

5
24

9
14

7
0

0
－

0
0

0
74

0
E

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
21

1
11

2
0

0
－

0
0

0
74

0

20
01

年
E

 北
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
24

0
11

7
0

0
－

0
0

0
95

4
E

 南
パ

イ
オ

ニ
ア

P3
47

0
21

5
10

3
0

0
－

0
0

0
91

4
20

02
年

パ
イ

オ
ニ

ア
P3

47
0

20
8

10
2

0
0

－
0

0
0

80
0

20
03

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

5
23

7
10

4
0

0
－

0
0

0
80

4
20

04
年

休
作

20
05

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
26

4
11

9
0

0
－

0
0

0
81

1.
4

20
06

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
12

7S
29

8
14

2
0

0
－

0
0

0
75

0.
7

20
07

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
わ

か
ば

25
9

13
4

0
0

－
0

0
0

86
1.

6
20

08
年

休
作

20
09

年
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
11

8
26

6
14

7
0

0
－

0
0

0
10

9
1.

2
20

10
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

11
8

29
7

17
0

0
0

－
0

0
0

82
1.

4
20

11
年

ス
ノ

ー
デ

ン
ト

わ
か

ば
25

7
12

0
0

0
－

0
0

0
94

1.
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